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発表題目：早期西方人的汉语研究 -19 世纪上半叶西方人如何理解汉语形容词 
   
 ドイツ南東部バイエルン州エアランゲン市のエアランゲン・ニュルンベルグ大学において、2019
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中国語教育を行った際に編集した教科書 A Hand 
Book of the Chinese Language.1863 を分析するた
め、それ以前の 18 世紀から 19 世紀前半に編纂され
た中国語文法書、例えばヴァロ（Varo1703, Arte de 
la Lengua Mandarina.）、プリマーレ（Premare1833,
Notitia Linguae Sinicae.）、モリソン（Morrison1815, A grammar of the Chinese language.）、
ギュツラフ（Gützlaff1842, Notices on Chinese grammar.）、エドキンズ（Edkins1857, A Grammar 





















ートしてくださった現フランクフルト大学 Iwo Amelung 教授、また同
じ研究員として一年間生活を共にした現復旦大学孙青准教授にも再会
することができた。5月のドイツは新緑が非常に美しく、朝晩は少し冷
えこんだが日中は過ごしやすい気温で、会議の合間に街の散策も楽し
んだ。また、夜は 20時ごろまで明るく、皆でゆっくり食事を楽しむこ
ともできた。ドイツはちょうどホワイトアスパラガスが旬の時期で、レ
ストランで何度も口にした。学生時代を懐かしんで、以前住んでいた大学のゲストハウスにも足を
運び、１年間生活した半地下のワンルームを外から眺めながら、友人と思い出話にも花がさいた。
研究発表に懐かしい友人達との再会も加わり良き滞在となった。
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